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農業振興係

事 業 名 諏訪湖創生ビジョン課題解決推進事業
0266-57-2913（内線2363）

横断的な課題

地域重点政策

suwa-nosei@pref.nagano.lg.jp
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諏訪湖創生ビジョンの推進

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

諏訪湖創生ビジョンの課題解決（漁業の振興）に向けた方策の検討

現 状 と
課 題

諏訪湖創生ビジョン推進会議では、「漁業の振興」が課題の一つとしてあげられている。
「漁業の振興」については、関係する機関・団体において様々な考え方があることから、諏訪湖創
生ビジョンの推進にあたり、施策の推進において意見調整や合意形成が必要となっている。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

課題の一つである「生態系保全」のうち、漁業振興について対応するため、令和５年度にワーキ
ンググループ「諏訪湖における持続可能な漁業振興を検討する会」を設置した。
今年度も下記のとおりワーキンググループを開催し、他県の取組みなどを参考に実施可能な対
応策の検討と情報共有を図る。

  ワーキンググループの開催
・諏訪湖創生ビジョン推進会議構成員をメンバーとし、学識経験者（１名）を参画
・令和７年１月９日　　諏訪合同庁舎で開催

事業期間

今後の方向性 魚食性鳥類の対策に重点をおいて、関係機関・団体を交えて意見交換を行う。
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事業を構成する細事業名等 実施内容

合　　　　　　計

事
業
実
績
・
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果

　諏訪湖創生ビジョン推進会議構成員に外部識者（県内水面漁場管理委員会長）を交えた23名でＷＧを開
催した。ＷＧでは、諏訪湖漁協、諏訪湖環境研究センター、県水産試験場などで実施している漁業振興策を
共有した上で、漁業振興上の課題を整理した。
　水草の繁茂、外来魚、魚食性鳥類による食害など、課題が多く出されたが、特に魚食性鳥類による被害
は、漁業だけでなく観光面（釣り客）でも重要な課題であることが認識された。
　このような状況を踏まえ、参加者からは、魚食性鳥類対策として、銃器による捕獲、罠の設置といった意見
が出されたが、様々な規制がある中で、実現に向けては関係者を巻き込んでの話し合いが必要となった。
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